
(単位：千円)

純資産合計
公共資産等整備
国県補助金等

公共資産等整備
一般財源等

その他
一般財源等

資産評価差額

期首純資産残高 25,547,400 8,992,342 21,640,219 △ 5,085,161 0

純経常行政コスト △ 6,814,280 △ 6,814,280

一般財源
地方税 3,336,175 3,336,175
地方交付税 1,167,638 1,167,638
その他行政コスト充当財源 794,525 794,525

補助金等受入 653,996 108,401 545,595

臨時損益
災害復旧事業費 0 0
公共資産除売却損益 0 0
投資損益 0 0

科目振替
公共資産整備への財源投入 345,204 △ 345,204
公共資産処分による財源増 0 0 0 0
貸付金・出資金等への財源投入 75,576 △ 75,576
貸付金・出資金等の回収等による財源増 0 △ 95,019 95,019

減価償却による財源増 △ 436,912 △ 758,157 1,195,069 0
地方債償還に伴う財源振替 366,498 △ 366,498

その他 49,264 0 17,357 31,907 0

期末純資産残高 24,734,718 8,663,831 21,591,678 △ 5,520,791 0

純資産変動計算書
自　平成２０年４月　１日

　　至　平成２１年３月３１日



○主な項目説明

・純経常行政コスト・・・行政コスト計算書の「（差引）純経常行政コスト」の額をマイナス計上しています。

・科目振替・・・取得時の財源投入額や処分時の財源増加額を把握し、本計算書上で財源の異動を明らかにするものです。

・公共資産処分による財源増・・・公共資産の除売却による財源相当額を科目振替しています。

・減価償却による財源増・・・公共資産の減価償却に対応する財源を科目振替しています。

・地方債償還に伴う財源振替・・・公共資産整備に係る地方債の20年度償還額を科目振替しています。

・期末純資産残高・・・20年度「貸借対照表」における「純資産の部」と一致します。

・期首純資産残高・・・19年度末の純資産残高を計上しています。

・補助金等受入・・・以下の算定方法により計上しています。
　＜公共資産等整備国県補助金等＞　20年度の国庫支出金及び県支出金額のうち、一色町で行う普通建設事業費の財源となった金額
　　＋ 20年度の国庫支出金及び県支出金額のうち、投資及び出資金、貸付金及び基金の財源となった金額の合計（財政調整基金及び減債
基金の財源となった金額を除く）
　＜その他一般財源等＞　20年度の国庫支出金及び県支出金額 － 「①公共資産等整備国県補助金等」の列に計上した額

・公共資産整備への財源投入・・・20年度普通建設事業費のうちその団体で行うものの金額から、20年度における補助金の受入額及び公共
資産等整備に係る地方債の20年度の発行額を控除した額を科目振替しています。

・貸付金・出資金等への財源投入・・・20年度の積立金、投資及び出資金、貸付金、定額運用基金への繰出金のうち、国庫支出金、県支出
金及び地方債を財源とした部分以外の金額を科目振替しています。

・貸付金・出資金等の回収等による財源増・・・投資及び出資金又は貸付金の回収、投資損失の計上、基金（財政調整基金、減債基金を除
く）の取崩額の合計額を科目振替しています。


